
新しい年が始まりました。1月 4日には、長久手が町から市になり１０周年を迎えました。町議会議員から市議会議員になった私が見

続けてきたこの１０年間は、長久手の歴史の中でも最もまちが発展した時期だったと感じます。発展のピークは過ぎつつあり、市の財

政状況に余裕がなくなってきましたが、今後も市の課題に向き合って活動していきます。本年も、どうぞよろしくお願いします。 

古民家活用事業は進めるべきか？ 

市は、市内に現存する江戸時代後期の古民家

(明治時代に瀬戸の品野村から移築)を古戦場公

園の敷地内へ移築し歴史民俗体験施設にすると

していますが、市の方針が二転三転しているこ

と、多額の費用を要することから、中止を求めて質問しました。 

《さとうゆみ１２月議会一般質問から》 

Ｑさとう 令和４年４月から各種公共施設の使用料の値上げ、住民

票写しの作成や印鑑登録証明などの各種発行手数料

の値上げ、Ｎ-バスの６５歳以上有料化、６５歳以上で初

めて認定された人の障害者手当カットが決定している。

もえるごみ袋の値上げ、下水道使用料の値上げも予定

されている。市民への負担増が続く状況下で古民家に

多額の税金を投入することはふさわしくないと考える

ので、古民家活用事業は中止するべきではないか。 

：くらし文化部長 過去に実施した学識者による調査により、建築

学及び民俗学的にも貴重な遺産であるとされ

ている。文化財保護法の観点からも事業継続

が必要であり、中止は考えていない。 

～さとうゆみの考え～ 

令和４年度から始まる古戦場公園再整備工事は、古民家移築を

除いて約１０億円かかるとされています。「小牧・長久手の戦い」の

展示を中心とした整備にとどめ、古民家は中止すべきと考えます。 

 

 

平成２６年３月…「古戦場公園再整備基本構想」策定。構想には古民家に

ついて一切書かれていない。 

平成２６年９月…1回目の市民ワークショップ開催。継続的に開催され、 

参加者の意見から古民家を移築することが決まる。 

平成２８年３月…市の当初予算に古民家調査委託の費用が計上される。 

平成２９年３月…「古戦場公園再整備基本計画」策定。古戦場公園へ古民 

家を移築し、歴史民俗体験施設にすると明記される。 

市は、文化庁の「国登録有形文化財」の登録を目指す。 

平成２９年７月…移築に多額の費用がかかること、「国登録有形文化財」 

の登録を前提とした移築技術を持つ人が少ないことか 

ら移築を断念し、石田地内の現地で保存・活用する市の 

方針となる。 

平成３１年２月…約 1年間かけて古民家の建物の所有権を市へ移転。 

給食の飲み残し牛乳廃棄に年４００万円 

平成３０年４月から、小中学校の学校給食の飲み残 

し牛乳を納入業者が回収しなくなり、市で産業廃棄

物処理業者に委託して廃棄することになりました。

その費用は平成３０年度４４４万円、令和元年度４１６万

円、令和２年度３９２万円でした。飲み残しが増えるほど廃棄の費用

が増大するため、改善できないか質問しました。 

Ｑさとう 給食がある日 1日あたり平均何本の牛乳を廃棄したか。 

：教育部長 平成３０年度は３１０本、令和元年度は３３５本、令和２年 

度は２６０本、令和３年度は１１月末現在で２９５本。 

Ｑさとう 年間約４００万円かけてどのような処理をしているか。 

：教育部長 バイオガス化施設で発酵によりメタンガスにされ、ガ 

ス発電等の燃料としてリサイクルされている。 

Ｑさとう 牛乳が余る要因をどのように分析しているか。 

：教育部長 暑い夏は飲み残しが少なく、気温が低くなる冬は飲 

み残しが多くなる。牛乳自体のにおいが苦手という 

児童生徒もいる。牛乳は献立から外せないため、学 

校と連携しながら摂取促進に努めている。 

～さとうゆみの考え～ 

余った牛乳をおかわりして飲んでいる児童生徒もいますが、そ

れでも 1日あたり約３００本の牛乳を廃棄しています。廃棄して費用

をかけるのではなく、必要とするところに渡すなど有効活用する

よう提案しましたが、安全管理上困難であるとのことでした。 

 

 

 

令和元年６月…傷みが激しい部分の緊急修繕工事を９２０万円で実施。 

令和元年１２月…建物の所有者は市であるが土地の所有者は市でない 

こと、駐車場の確保が困難であることなどを理由に再 

び古戦場公園へ移築する市の方針に変わる。 

令和２年度…令和元年度に２５８万円かけて実施した古民家詳細調査委 

託をもとに柱３本、梁(はり)１２本、束(つか)11 本を活用し 

あとは新材で整備する市の方針となる。「国登録有形文化

財」の登録は断念。→文化財保護審議会の意見(都合のよ

い部材のみ使い整備するのは乱暴である)、市監査委員の

意見、議会の意見により、市は事業を再検討。 

現在…再利用可能な部材をできる限り活用し、古戦場公園に現状の古 

民家の形に復元する方針となる。移築の時期は未定。 

市の方針がコロコロ変わる！古戦場公園への古民家移築の経緯 

２０２２年(令和４年)１月発行 ＮＯ.４８ 

さとうゆみ議会報告会 

３月５日(土)１４時～１６時 

長久手交流プラザ１階多目的室 

 



開館後半年が経つリニモテラス公益施設 

市は、リニモ長久手古戦場駅前に約２億円を

かけてリニモテラス公益施設を建設し、令和３

年６月にオープンしました。「大学連携」「観光

交流」「多文化共生」「子育て支援」の４つのテ

ーマの活動を行う市民の新たな交流拠点ということですが、市の

目指した形と異なっていると感じるので質問しました。 

《さとうゆみ１２月議会一般質問から》 

Ｑさとう リニモテラス公益施設の運営は、指定管理者「リニモっ

て」と活動コーディネーター、リニモテラス運営協議会、

市の４者が連携して進めていくということだったが、

開館当初から活動コーディネーターが存在していない

のはなぜか。 

：くらし文化部長 活動コーディネーター候補の市民から役割を

担う自信がないとの意思を示されたため、開

館当初の配置は断念し、リニモテラス運営協

議会から選出された５人の世話人会が担うこ

ととなった。 

Ｑさとう 開館前に市民主体の運営組織を育成するとして総額約

１〃５００万円を使ったが、実際に何人が関わっているか。 

：くらし文化部次長 運営に関わっている人は数人程度である。 

～さとうゆみの考え～ 

 市は、市民主体の組織に管理運営をしてもらいたいとしていま

したが、組織はできず民間事業者に委託しています。駅前の一等

地に建てたのは「大学連携」「観光交流」「多文化共生」「子育て支

援」の拠点機能を果たす目的もありますが、どれも丌十分です。運

営体制を強化し、施設を有効活用する努力が必要だと考えます。 

 

「Ｎ-ハウスあい」市役所横に移転し充実 

教育支援センター条例の制定の議案を可決しました。丌登校の

児童生徒が通う「Ｎ-ハウスあい」は、これまで市民野球場の管理

棟の一部にありましたが、令和４年４月から市役所に隣接する建物

内に移転し、場所が広くなるなど環境が良くなります。学校生活に

なじめない児童生徒の学習機会を確保し、支援の中核的な役割を

果たすとして、名称も「適応指導教室 Ｎ-ハウスあい」から「教育支

援センター Ｎ-ハウスあい」に変更されます。 

 

国保税の未就学児の均等割５割軽減へ 

国民健康保険税条例の一部改正の議案を可決しました。国民健

康保険の未就学児に係る均等割保険税を５割軽減するものです。 

 国民健康保険税は、「加入者ひとりにつきかかる均等割」と「１世

帯につきかかる平等割」、「所得に応じて決まる所得割」によって

構成されます。均等割は全員にかかるものであり、小さな子どもた

ちにも一律重い負担がかかることが課題でした。令和４年４月以降、

未就学児の均等割保険税は年間３０〃７００円から１５〃３５０円になり

ます。低所得世帯に対してはこれまでも７割、５割、２割の軽減措置

が講じられており、未就学児は軽減された金額からさらに５割軽減

されます。 

この通信の発行には一部政務活動費を使用しています(政務活動費は月１万円)

子育て世帯・非課税世帯等に１０万円給付 

０～１８歳の子ども１人につき１０万円を給付する「子育て世帯臨時

特別給付金」、住民税が非課税の世帯(家計急変により非課税と同

様の状態にある世帯も含む)に１世帯あたり１０万円を給付する「住

民税非課税世帯等臨時特別給付金」の補正予算を可決しました。

財源は、すべて国が負担します。   

「子育て世帯臨時特別給付金」の１０万円について、当初は５万

円が現金、５万円がクーポンと言われていましたが、全額現金での

給付となりました。本市では子ども１万１〃８０５人が給付対象と見込

まれており、所得制限により約３〃０００人が対象外となっています。

また、市独自の施策として、住民税均等割のみ課税の世帯にも１世

帯あたり１０万円を給付します。 

コロナワクチン３回目の接種が始まる 

新型コロナワクチン３回目の接種を令和３年１２月か

ら開始するための一般会計補正予算を可決しました。

接種対象となる時期に市役所から接種券が届きます。 

３回目の接種も、市内の個別医療機関での接種と集

団接種会場での接種が予定されており、集団接種会場は市役所西

庁舎公民館（１月２９日から）です。個別接種はファイザー社製ワクチ

ン、集団接種は武田モデルナ社製ワクチンを使用する予定となっ

ており、1、２回目と異なるワクチンを接種することもできます。 

尾張旭市長久手市衛生組合３月末で解散 

尾張旭市と長久手市は、「尾張旭市長久手市衛生

組合」を組織し、し尿処理施設「香流苑」を昭和５０

年から共同で運営してきました。公共下水道の普及

により「香流苑」は令和４年３月末をもって使用を終

えるため、組合を解散します。   

上川原地内にある１万５〃０００㎡の「香流苑」の土地は第三者に

売却予定です。準工業地域で、工場、遊戯施設、店舗、住宅などさ

まざまな用途で建設が可能であるため、周辺の住環境に影響が

出ないよう、土地利用について十分考えておくことが必要です。 

所有権は尾張旭市が７割、長久手市が３割であり、長久手市が取

得しようとすると７割分を尾張旭市に清算する必要があり、別途施

設の解体にも多額の費用が発生するため、財政的な観点から長久

手市が取得することは困難であるとの結論に至っています。 

なお、「香流苑」で処理していたし尿は、令和４年４月から日進市の

南部浄化センターへ委託して処理します。 
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